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1.ウ トロ遺跡神社山地点の

概要

位 置 斜里市街地から国

道334号 線 を北東に約40km進

むとウトロ市街地があ り、こ

のウトロ市街のほぼ中央に神

社山地点は位置する(第1・

2図)。 神社 山本体 は、安山

岩質集塊岩 を主とし、泥質頁

岩 ・砂岩層 を挟在する新第三

紀のウ トロ層の岩体から構成

されており、遺跡はこの岩山

の北西側、旧洞窟跡に存在す

る。 この岩体を構成する岩石

は非常 に脆 く、フェンスと金

網によって辛 うじて防備 され

ているが、大地震などが起 こ

れば人家などに影響を与える

のは必至である。洞窟部分の

標高はフェンス部分で4.5m、

洞窟開口部上部で13mで ある

(第3・4図)。

ウ トロ遺跡神社山地点 を研

究者のみならず一般に広 く知 らしめた文献は、河

野広道博士が執筆担当 した斜里町史 ・上巻(先 史

時代史)(1955)が 最初であり、遺跡の所在地や

時代 ・性格 などを詳細 に解説 している。

これらの文献や古写真を見ると、現在の道路や

宅地になっている状況 とは全 く違う砂浜が広 く続

く海岸であり、海に向けて開放 されていた地域だ

ったことが窺える。

999辱 噛 ■ 、

第1図 遺跡位置図
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第2図 ウ トロ遺跡神社山地点位置図

第3図 地形測量図 第4図 縦 断 面 図
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層 序 第二次調査(1987)の 際に確認 した基

本層序を基に した。1～IV層 から構成 されている。

1層 暗黄灰色土層 安山岩角 レキ小破片 を含

む。

H層 淡黄灰色土層 安山岩角レキ小破片 を多

く含み、黄褐色降下軽石

(Ma-b5)を 僅かに挟在する。

皿層 暗黄灰色土層 数cmの 大きさの安山岩角

レキを含む。

IV層 暗褐色土層 安山岩角 レキ小破片を含

む。

2.調 査 結 果

第 三 次 発 掘 調 査 の結 果 、墳 墓2基(6・7号 墓)

とそ の墓 に伴 な う埋 葬 人 骨2体(6・7号 人 骨)

並 び に 副 葬 品 を精 査 し、 完 了 させ た 他 、 第 一一次

(1980)・ 第 二 次(1987)調 査 の際 、 回 収 し きれ

な か っ た3号 人 骨 や そ の 周 辺 に見 られ た土 器 ・石

器、動物遺体などの遺物 も取 り上げ、完掘するに

至 った。

3.遺 構

1)6号 墓(第5・6図)

第二次調査で5号 墓 を完掘させた後、今後より

下位に遺構があるか否かの判断 を行なうための事

前調査 とも言うべ き掘削を行なったところ、底面

の僅か数cm下 から頭骨の一断片 を発見するにいた

った。その事実を踏 まえて今回調査 を行なった遺

構が6号 墓であった。

遺 構

形 態 平面形一長楕円形、大 きさ一長軸(南

北)75cm、 短軸(東 西)45cm、5号 墓底面から計

測 した深さは約20cm。:墳墓の西から南方向にかけ

安山岩の角 レキで境界をつ くっているかのような

配石が見られた。

人骨出土状態 骨はほぼ完全な状態で出土 し

第5図6・7号 墓及び人骨実測図
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た。埋葬方法は極度の横臥屈葬で、背中側は洞窟

奥壁(東 側)、 腹部 ・足側は洞窟開口部(西 側)

を向いていた。頭位 は南南東～南方向であった。

遺 物5号 墓の取 り残 しの遺物であるか6号

墓のものであるか帰属が明瞭でない土器片や動物

遺体などの遺物数点が見 られた。

小 括 保存状態がよくほぼ全身の骨格が残 さ

れていたが、埋土が レキを多 く含む土であったた

め土圧で骨が潰 されており、取 り上げる際に砕け

落ちる骨も多かった。この遺構が構築 された正確

な時期 を言及 しうる遺物は出土 しなかったが、第

二次調査の際に上部で確認 された5号 墓よ り古い

時期の墳墓であることは間違いない。

2)7号 墓(第5・6図)6号 墓の南側、洞

窟奥壁 に一一一部残存 していた3号 墓遺物 を精査 した

後、6号 墓掘削時に現 われた配石の下部から壺形

土器 を発見 した。 また、その西方を掘削 したとこ

ろ骨鍛や石鍛が集中 して出土 した。その下 をよ り

掘 り下げたところ、人間の頭骨が見つかり:墳墓で

あることが判明 した。この墳墓 を7号 墓、人骨を

7号 人骨 とした。

遺 構

形 態 平面形一長楕円形、大きさ一長軸(南

北)100cm、 短軸(東 西)60cm、 土器出土上面か

ら計測 した深さは約45cm。

人骨出土状態 骨 はほぼ完全な状態で出土 し

た。埋葬方法は極度の仰臥屈葬で、頭位はほぼ南

方向であった。

遺物分布状況 平面分布を観察すると獣骨は人

骨の頭部 と足側に別れて分布 し、頭部側はほぼ同

第6図6・7号 墓遺物平面 ・垂直分布図
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一面に同一高で集中する傾向が見 られる。 この骨

のほとんどはイヌであった。骨鍛 と石鍛は墳墓西

壁上部に集中 して出土 した。壺形土器は足下 に見

られた。西壁出土の小型の壼形土器(第5図)は 、

別の墳墓の土器であり西側に別の墳墓が存在する

ものと考 えられる。垂直分布 を観察すると2つ の

分布 ラインが見 られる。1つ は底面に見 られる人

骨の分布 を示 しているが、 もう1つ は獣骨 ・石

鍛 ・骨鎌 ・土器 を示 しており、人骨の分布 ライン

より10～20cm高 位 に見られる。

遺 物 壺形土器が1個 体 と石器、骨角器、鉄

製品、動物遺体などが出土 している(第7～9図)。

小 括6号 人骨同様、保存状態がよ くほぼ全

身の骨格が残 されていたが、土圧で骨の大半が潰

されていた。遺物の分布状況から判断 して埋葬時

に共に埋めたものと、ある程度埋土 してから埋め

た(置 いた?)も のとがあるようである。第一次

・二次で調査 した3号 墓の下層に構築 されていた

ことを考えると、藤本編年e群 土器よ り古い時期

の墳墓であることは間違いない。 また、第二次調

査で確認 した5号 墓 と層位面での比較を行なうと、

藤本編年d群 と同時期あるいは古い時期の墳墓で

あることは間違いない。

第7図7号 墓出土土器

4.遺 物

1)土 器(第7図)

壺 形 土 器(第7図)口 唇 部 断 面 形 一 や や丸 い 、

口縁 部 に折 り返 しに よ る肥 厚 帯 を有 す 。 頸 部 一緩

や か な 曲線 を描 く。 胴 部 との 境 界 に繋 ぎ に よ る段

差 が 観 察 で きる 。 胴 部 一 や や 肩 が は る 。 底 部 一平

底 。 文 様構 成 一 口縁 部 と頸 部 との境 界 の 肥 厚 帯 に

短 い刻 文 、 胴 部 の 肩 の部 分 に波 形 の紐 状 貼 付 文2

列 横 走 させ る 。 計 測 値(cm)一 口径17、 胴 部 張 り最

大 幅 一22、 底 部 径 一10、 器 高 一30。 断 面 厚(mm)一

肥 厚 帯11、 頸 ～ 胴 部 一6、 底 部 一10。 焼 成 一 や や

良 い 、胎 土 一 砂 粒 、小 レ キ含 む 。色 調 一全 体 的 に

赤 褐 色 で 、 部 分 的 に黒 褐 色 や暗 褐 色 の 部 分 も観 察

で きる 。 炭 化 物 の付 着 は認 め られ な い。 口 唇 部 の

短 い刻 文 か ら考 え る と藤 本 編 年 のc群 と思 わ れ る

が 、 胴 部 の 波 形 貼 付 文 を考 え た 場 合d群 と も思 わ

れ る 。

2)石 器(第8図1～15)石 器 は石 錺i12点 、

鈷 先 錺i2点 、 ス ク レイパ ー1点 、 さ じ状 石 器1点

の 計16点 が 出土 した。 これ らの うち石 鍛1点 は80

年 度 の 発 掘 排 土 、 そ の他 は全 て7号 墓 か ら 出土 し

た 。 黒 曜 石 製 が4点 ・チ ャー ト製2点 、 材 質 不 明

6点 で あ る 。 鈷 先 鍛 は黒 曜 石 製 で そ の う ち1点 は

先 端 が か な り長 い タイ プで あ り、基 部 の 両 縁 が く

び れ て い る(第8図13)。 も う1点 は 、 第8図12

に示 した もの で 石 鍛 の 可 能 性 もあ る が 、 一 応 鈷 先

石 錺iと した 。 ス ク レ イパ ー と した もの は、 黒 曜 石

製 で作 り方 が 粗 い 。 ナ イ フ か も しれ な い が 、 ス ク

レイ パ ー の 可 能 性 が 高 い と判 断 した 。 お そ ら く基

部 破 片 で あ ろ う。 さ じ状 石 器 と した も の は 、 第8

図15に 示 した もの で 、 自然 石 の 先 端 を少 し打 ち欠

い て い る 。 他 端 も少 し摩 耗 して い る 。 機 能 が 明 ら

か で は な い の で さ じ状 石 器 と した 。 石 錺iと鈷 先 錺i

は 、 骨 角 製 の鈷 先 と共 に副 葬 され て い た と思 わ れ

る 。 なお 、 石 鍛 に矢 柄 が 伴 って い た か ど うか は不

明 で あ る。

3)骨 角 器(第9図1～14)骨 角 器 は鈷 先1

点 、 骨 錺i17点 、 中 柄1点 、 髪 飾 り1点 、 有 孔 円盤

(ク ック ル ケ シ)1点 の計21点 出土 した 。 そ れ ら

は全 て7号 墓 よ り出土 した 。 鈷 先 は鹿 角?製 で先

端 に鈷 先 鍛 を装 着 す る た め の ソ ケ ッ トを持 つ が 、

器 体 は片 側 だ けで 、 も う一一方 は鎌 が全 面 露 出 して

い る タイ プで あ る。 中柄 受 け は オ ー プ ンソ ケ ッ ト

で 器 体 中央 に1孔 とお そ ら く も う2孔 が 設 け られ
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第8図 石 器 ・鉄 器 約4/5
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第9図 骨角器 約4/5
)
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て い た よ うで あ る。 形 態 は少 し奇 異 な点 が あ る が 、

オ ホ ー ッ ク文 化 の後 半 に道 東 部 で 見 ら れ る タ イ プ

の 鈷 先 で あ ろ う。 骨 鍛 は全 て鳥 骨 製 で 、 ア ホ ウ ド

リの尺 骨 を利 用 して い る 。 こ れ らの 骨 鍛 は完 存 品

は2点 しか 図 示 で きな か っ た が 、 発 掘 時 点 で は 全

て 完 存 品 で あ り、 保 存 状 態 が 悪 い の で 取 り上 げ 時

に破 損 した もの で あ る 。 そ の うち の1点 は 内面 全

体 に赤 色 物 が 塗 ら れ て い た 。 こ の タ イ プ の骨 鍛 は

オ ホ ー ッ ク文化 お よ び北 方 諸 民 族 に特 有 の もの で

あ り、 北 海 道在 来 の縄 文 文 化 や続 縄 文 文 化 に は 見

られ な い もの で あ る。 これ ら の骨 鍛 の う ち、No24

～34ま で の10本 は束 に な って
、7号 人 骨 墓 壌 内 に

伴 って い た 。 また 、 石 鍛 も9個 伴 っ て お り、 骨 錨i

と石 鍛 が そ れ ぞ れ 矢 柄 が つ い た ま ま副 葬 さ れ て い

た 可 能 性 が あ る 。 中 柄 と思 わ れ る 陸獣 骨 製 の資 料

も出 土 した。 刺 突 具 の可 能性 も あ る。 髪 飾 りは一

端 に四 角 い孔 を開 け、 他 端 を とが らせ た もの で あ

る 。 ク ジ ラ また は ア シ カ類 の 肋 骨 を利 用 して い る 。

長 さ11cmあ ま り、 中 央 部 幅 は 約1.5cmで 側 縁 に刻

み が あ り器 体 は反 って い る 。 内 側 は研 磨 され て い

る い る だ け で そ の他 の 装 飾 的 な加 工 は ほ とん ど無

い 。外 側(図 の正 面)は よ く研 磨 さ れ 、 海 獣 骨 の

内側 の 海 綿 体 は残 って い な い 。一外 側 の 中央 部 は少

し盛 り上 が っ て お り稜 を な す 。側 縁 近 くに は短 い

線 刻 が 見 られ る。 上 部 の 孔 の下 と器 体 の 中 程 よ り

少 し下 に も ま と まっ た 線 刻 が見 られ る。 この 線 刻

は こ の道 具 の 所 有 者 の 印(ア イ ヌ の チ ロ シ)か も

しれ な い が 、 そ れ よ り も装 飾 的効 果 の 為 に つ け ら

れ た の で は なか ろ うか 。 そ して彩 色 を施 した り、

飾 り布 が つ け られ て い た か も しれ な い 。 な お 、 こ

の 道 具 の機 能 につ い て は 「髪 飾 り」 以 外 の可 能性

も あ る が 、 形 態 と装 飾 か ら見 て髪 飾 り と推 定 した 。

い ず れ にせ よ 、 オ ホ ー ッ ク文 化 の骨 角 器 の 中 で こ

の よ う な形 態 で 、 ま た線 刻 を施 され た 「髪 飾 り」

の よ う な例 は これ まで に知 ら れ て い な い 。

有 孔 円 盤 は鹿 角 の 角 座 部 分 を輪 切 り に して研 磨

し、 中 央 に孔 を開 け た もの で あ る。 この タ イ プ の

資 料 は、 後 の ア イ ヌ文 化 に 見 られ る金 属 製 の 有 孔

円盤 につ な が る もの で あ る 。

4)鉄 器(第8図16・17)鉄 製 品 と して 刀 子

と針?の2点 が 出土 した。 刀 子 は7号 墓 の 墓 墳 上

部 の骨 鍛 な ど と と も に出 土 した 。 刃 部 は約11cmで

柄 の部 分 は約3cm残 って い た 。柄 は お そ ら く木 製

と思 わ れ る 。 針?と した も の は 、7号 人 骨 の 直 上

の 墓 墳 覆 土 か ら出 土 した もの で あ る 。 現 代 の もの

の 混 入 の可 能性 が 考 え られ るが 、 こ こで は一 応7

号 墓 に伴 う副 葬 品 と して お きた い。 針 か ど うか の

判 断 もX線 写 真 を検 討 した 上 で 、 別 の機 会 に改 め

て 報 告 した い 。

5)動 物 遺 体7号 人骨 墓 墳 内 お よ び、 そ の周

辺 か ら少 量 で は あ るが 動 物 の 骨 が 出土 し た。

まず 、 魚 類 で は ツ ノ ザ メ 類 、 ネ ズ ミザ メ、 主 不

明 サ メ1種 、 ニ シ ン?、 ホ ッケ?、 フ グ類 が 見 ら

れ た 。 最 も多 く出 土 した の は ネ ズ ミザ メで 、 椎 骨

1点 と歯14点 が 出 土 した。 歯 の う ち基 部 が 残 っ て

い た もの は1点 で 、 そ の他 は 歯 冠 部 分 の み で あ っ

た 。 基 部 が 残 っ て い た もの に は孔 が 無 か っ た こ と

か ら、 そ の他 の歯 に も基 部 に孔 が 開 け られ て い な

か った 可 能 性 が 強 い 。 しか し、 同 一 種 の歯 が ま と

ま って 出 土 して い る こ とか ら、 歯 の 加 工 の 有 無 に

か か わ らず お そ ら く覆 葬 品 の 一部 にサ メ の 歯 が 装

飾 と して 用 い ら れ て い た の で あ ろ う。 ツ ノザ メ類

は椎 骨1点 認 め られ た だ け で あ る 。 ニ シ ン?と し

た もの は ニ シ ン また は イ ワ シ類 と思 わ れ る椎 骨 で

2点 採 集 され て い る 。 お そ ら くニ シ ンで あ ろ う。

種 不 明 サ メ類 と した もの は、 ネ ズ ミザ メ以 外 の 中

型 のサ メ で あ る。 ホ ッケ?は 歯 骨 の破 片 で あ り ア

イ ナ メ の 可 能 性 も あ る の で?を 付 した 。 フ グ類 は

上 顎 骨 、歯 骨 な ど3点 見 ら れ た。 小 型 と 中型 の 大

き さ の個 体 で あ り、 種 は 不 明 で あ る 。

鳥 類 で は ウ類 と ウ ミガ ラ ス類 が 見 られ た。 ウ類

は大 腿 骨 が1点 だ け で あ る 。 ウ ミガ ラス 類 は小 型

の ウ ミガ ラス 類 で あ り、 ウ ミス ズ メ類 とす べ きか

も しれ な い。

哺 乳 類 で は エ ゾ ヒ グ マ 、 イ ヌ、 ク ジ ラ類 、 ア シ

カ類 、 エ ゾ ヤ チ ネ ズ ミ、 エ ゾ ア カ ネ ズ ミ?、 ドブ

ネズ ミが 見 られ た 。 ヒ グ マ は 下 顎 第 一 後 臼 歯 が1

点 出 土 した だ け で あ る。 オ ホ ー ッ ク文 化 人 に とっ

て ヒ グマ は神 聖 な 動 物 で あ り 「クマ 送 り」 を行 な

っ て い る 。 こ の遺 跡 で 「クマ 送 り」 に伴 う頭 蓋 骨

が安 置 され て い・た な ら ば 、 この 歯 以 外 の歯 や 頭 蓋

骨 が伴 って い た は ず で あ る 。 そ の 場 合 、下 顎 歯1

点 の み で は な く も っ と別 の歯 も出 土 した は ず で あ

る。 と こ ろが こ の歯 の み が 出土 し、 しか も保 存 状

態 が 非 常 に良 い こ とか ら他 の歯 が 全 て 消 失 した と

は考 え られ な い。 そ うで あ る とす る と こ の歯 が1

点 の み意 図 的 に墓 墳 内 に入 れ ら れ た こ と に な る 。

イ ヌ は頭 蓋 骨 や 椎 骨 は 全 く無 い。 尺 骨 と擁 骨 、 ま
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た踵 骨 ・中 足 骨 ・指 の 骨 が ま と ま って 出土 した 例

が あ り、 また 、 基 節 骨 や 中節 骨 な ど指 の骨 が 多 い 。

こ れ らは全 て 同 一 個 体 の 可 能 性 もあ る 。 こ の 遺 跡

に埋 葬 され た と は思 わ れ な い。 この イ ヌ の骨 は、

な ん らか の 意 図 で 副 葬 され た り、 この 墓 域 内 に置

か れ た と推 測 さ れ る。 ア シ カ類 の椎 骨 、 エ ゾ シ カ

の 骨 片(陸 獣 骨 片 と した も の)な ど も見 ら れ た 。

な お 、 ネ ズ ミ類 に つ い て は 自然 に生 息 して い る も

の の混 入 で あ ろ う。 ネ ズ ミ類 以 外 の も の もな ん ら

か の混 入 の 可 能 性 が あ る が 、 この 洞 窟 内 に な ぜ こ

れ ら の動 物 骨 が 伴 うか が 問 題 で あ る 。 現 在 の と こ

ろ、 覆 葬 品 の 一 部 、 また は埋 葬 後 に供 え ら れ た 可

能 性 が強 い の で は な か ろ うか と考 え て い る 。

5.ま とめ

ウ トロ遺跡神社山地点では、1m×3mの 狭い

範囲にいくつかの墓墳が重複 して設けられている。

現時点での調査結果ではあるが、墓に埋葬されて

いたのは全て成人であった。

オホーック文化の遺跡では、海岸部の家の側に

幼児から子供の墓が設けられていることが知 られ

てお り、成人の墓は洞窟や岩陰など極限られた場

所で しか見つかっていない。もちろん、網走のモ

ヨロ貝塚や最近発掘された北見枝幸の目梨泊遺跡

などでは住居の側に成人骨が埋め られていた例 も

ある。その点ではこの遺跡 はオホーツク文化の墓

の立地 として典型的なものとい うことがで きる。

表一1ウ トロ遺跡神社山地点出土石器 ・骨角器 ・鉄器

出土物 品 種 No 保存状態 現 存 長(mm) 材 質 図 出土場所 備 考
石 器 石 鐵 18 完 存 29.3 チ ャ ー ト 8-4 7号 基

25 〃 27.1 不 明 8-7 〃

35 〃 23.7 黒 曜 石 8-1 〃

36 〃 28.7 〃 8-2 〃

37 ク 31.1 不 明 8-9 〃 黒色物付着
38 〃 26.8 チ ャ ー ト 8-3 〃

44 〃 33.0 黒 曜 石 8-10 〃

45 〃 31.5 不 明 8-8 〃

46 〃 24.5 不 明 8-5 〃 黒色物付着
47 〃 24.7 不 明 8-6 〃

先 端 欠 21.5 黒 曜 石 8-11 〃

完 存 29.8 不 明 一 一 80年 度掘残 し 黒色物付着

鈷 先 鐵 81 〃 40.7 黒 曜 石 8-13 7号 基

82 〃 23.2 〃 8-12 〃

ス ク レイ パー 89 破 片 32.0 〃 8-14 〃

さじ状石器 完 存 80.5 不 明 8-15 〃

骨 角 器 鈷 先 75 破 片 30.0 鹿 角 9-12 7号 墓

骨 錺i 1 完 存 139.6 鳥 骨 9-1 〃 中 間幅:8.1

12 破 損 53.4十 α 〃 一 〃 基部 幅:7.7

13 〃 35.8 〃 一 〃

24 破 片 46.9 〃 一 〃 中に赤色物付 き

26 〃 60.1十 α 〃 一 〃

27 〃 52.7十 α 〃 一 〃

28 先 端 破 損 57.2十 α 〃 9-8 〃

29 先 端 欠 94.7 〃 9-5 〃

30 完 存 ユ10.8 〃 9-2 〃

31 先 端 欠 79.8 〃 9-10 〃

32 破 損 68.0十 α 〃 9-7 〃

33 〃 67.2十 α 〃 一 〃

34 〃 49.8十 α 〃 9-9 〃

42 先 端 欠 86.9 〃 9-6 〃

49 破 損 一 〃 9-4 〃

50 先 端 破 損 112.0十 α 〃 9-3 〃

62 破 片 42.0十 α 〃 一 〃

中 柄? 43 一 部 欠 損 96.0 陸 獣 骨 9-11 〃

髪 飾 り 91 完 存 113.6 海 獣 骨 9-14 〃 線 刻 有 。 中央 部 幅:15mm

円 盤 92 一 部 破 損 43.8 鹿 角 9-13 〃

鉄 器 刀 子 2 刀 身のみ完存 110.5 鉄 8-17 7号 墓直上

針 7 頭 部 破 損 91.6 〃 8-16 7号 墓
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表一2ウ トロ遺跡神社山地点出土動物遺体

類 別 種 別 出土場所 部 位 点数 備 考 類 別 種 別 出土場所 部 位 点数 備 考

サカナ ツ ノ ザ メ 7号墓直上 椎骨片 1 イ ヌ 7号墓直上 基節骨 1

ネズミザメ 7号墓 歯 1

哺乳類

(陸獣) 〃 末節骨 1

〃No9 〃 1 墓部あり 〃 中手足骨 1

〃10 〃 2 〃 中節骨 1

〃14 〃 1 〃No5 基節骨 1

〃15 〃 1 〃8 〃 1

〃16 〃 1 〃52 中節骨 1

〃17 〃 1 〃53 基節骨 1

〃19 〃 1 〃54 〃 1

〃23 〃 1 〃55 〃 1

〃63 椎 骨 〃56 〃 1

歯 3 80年度掘残 〃57 中節骨 1

サ メ 類 7号墓No7 椎 骨 1 ネズミザメではない 踵骨R

ホ ッ ケ? 〃 直上 歯骨L 1 中手足骨 4

フ グ 〃 〃 歯板(上下不明) 1 小型

〃63

〃

〃

〃

〃

指基節骨 1

〃Nol1 歯骨R 指末節骨 1

〃67 上顎骨L 中型 足 根 1

二 .シ ン? 〃 直上 椎骨片 1 〃No66 末節骨 1

ニ シ ン 椎 骨 1 80年度掘し 尺骨R 同一個体

種 不 明 7号墓直上 椎 骨 1

〃No68

〃 僥骨R

7号墓 椎 骨 1

長さ:134.1

上幅:16.7

下幅:20.7
〃 骨 片 1

鳥 類 ウミガラス類 表 採 尺骨L 小型 〃No73 上腕骨R(中 ～下)

7号墓直上 頭蓋骨片L 〃 中節骨 80年度掘残し

〃 腕骨L ヒ グ マ 7号墓 右下顎骨第1後臼歯
〃 鳥口骨L・R エゾヤチネズミ 〃 直上 下顎骨R

〃 擁骨L ドブネズ ミ 〃 大腿骨R

〃 中手骨 1 エゾアカネズミ 下顎骨R 80年度掘残し

〃 下顎(くちばし)骨片L 種不明(陸獣骨) 表 採 骨 片 2

〃No64 尺骨L 小型 ク ジ ラ 7号墓直上 骨 片 1

中手骨L 〃

哺乳類

(海獣) 〃No39 骨 片 1

ウ ミ ウ? 7号墓No58 大腿骨R ア シ カ 類 〃No41 椎 骨 1 若獣

ウ 類 表 採 大腿骨L(中 間部) 種不明(海獣骨) 表 採 骨 片 1

種 不 明 7号墓直上 骨 片 7号墓覆土 骨 片 10

〃 覆土 腰骨L 小型 〃No59 骨 片 1

〃 〃 上腕骨(中間) 種 不 明 7号墓No6 骨 片 1

7号墓 骨 片 1 表 採 焼骨片 1

〃No69 〃 10 80年度掘残し骨 片

椎 骨

指

1

1

1

80年度掘残し

そ して 今 回 、 知 床 半 島 の オ ホ ー ツ ク文 化 の 中 心

を なす ウ トロ地 域 で 覆 葬 品 と して 鳥 骨 製 の鍛 を用

い て い る とい う性 格 が 明 ら か とな った こ とは注 目

す べ き こ とで あ る。 最 近 、 オ ホ ー ツ ク文 化 の副 葬

品 も時 期 と地域 に よ っ て か な り異 な って い る こ と

が 明 ら か に な りつ つ あ り、 こ の遺 跡 もそ の点 で 地

域 性 を示 して い る良 好 な例 と い え る 。
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写真1

1. 6号 人骨出土状況

2. 7号 墓副葬骨鍛及び石鍛出土状況

3. 7号 墓副葬土器出土状況
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写真2石 器 ・骨角器 約2/3

1～10・12,石 鍛11・13,鈷 先 鍛14,ス ク レ ー パ ー15,さ じ状 石 器

18～21,鳥 骨 製 の 錺i22,中 柄23,鈷 先24,有 孔 円 盤25,髪 飾 り

16,鉄 針17,ナ イ フ

一12一


